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環境負荷を⼤きく低減する地盤改良⼯法
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1. はじめに
サンドコンパクションパイル⼯法とは？
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1. はじめに
「トータルリソイルシステム」建設発⽣⼟を中詰め材として再利⽤する取組

トータルリソイルシステムの概要
通常処分が必要な材料 場内での事前処理

直接利⽤

再利⽤

⾃然材料の枯渇対策、建設発⽣⼟の問題解決、材料運搬・発⽣⼟搬出のCO2削減
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1. はじめに
「トータルリソイルシステム」建設発⽣⼟を中詰め材として再利⽤する取組

トータルリソイルシステムの概要
通常処分が必要な材料 場内での事前処理 再利⽤

⾃然材料の枯渇対策、建設発⽣⼟の問題解決、材料運搬・発⽣⼟搬出のCO2削減

直接利⽤⇒ほとんどできない

※改質：セメント、⽯灰、礫材などを混ぜて性状を変える
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1. はじめに

◆建設発⽣⼟に関する社会課題（発⽣状況・処理状況など）

建設発⽣⼟・建設盛⼟に関する社会課題

出典：リサイクルデータブック2023，2023年7⽉（⼀般社団法⼈ 産業環境管理協会），p.57
国⼟交通省「平成30年度建設副産物実態調査結果（確定値）」，令和2年1⽉24⽇

⇒発⽣⼟利⽤数が減少
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1. はじめに

◆建設盛⼟に関する法規制の動き【盛⼟規制法(R5施⼯)】

建設発⽣⼟・建設盛⼟に関する社会課題 ⇒法律が厳しくなった

出典：宅地造成等規制法の⼀部を改正する法律（令和4年法律第55号）について ー盛⼟規制法ー【公布：R4.5.27／施⾏：R5.5.26】
（国⼟交通省 都市局，農林⽔産庁 農村振興局，林野庁）
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1. はじめに
建設発⽣⼟を中詰め材として再利⽤する取組

SAVEコンポーザーの
中詰め材として再利用

通常処分が必要な材料 再利⽤

これまでの再利⽤技術

施⼯能率の低下
改質によるCO2排出、
作業・貯蔵スペース、
コストの問題
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1. はじめに
「リソイルPro⼯法」の開発

SAVEコンポーザーの
中詰め材として再利用

通常処分が必要な材料 再利⽤

これまでの再利⽤技術
環境負荷を⼤きく低減・コストダウン

建設発⽣⼟改質の必要なし
そのまま利⽤できる

「リソイルPro工法」
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2. リソイルPro⼯法

① 新たな材料供給システムを装備

② 建設発⽣⼟を改質せず適⽤できる範囲を拡⼤

③ 環境負荷低減

④ 環境破壊の防⽌

⑤ トータルコストダウンに寄与

【リソイルPro⼯法の特徴】
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2. リソイルPro⼯法
① 新たな材料供給システムを装備(特許4件取得)

エアレーション
バケット

スクリューホッパー

材料崩し
スクリュー

材料供給
スクリュー

インラインケーシング

無線式エアー
供給システム

エアーライン

ケーシング断面図
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リソイルPro⼯法
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リソイルPro⼯法
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リソイルPro⼯法
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ケーシングパイプ閉塞状況
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2. リソイルPro⼯法
② 建設発⽣⼟を改質せず適⽤できる範囲を拡⼤

含⽔⽐w＝30％，細粒分含有率Fc＝30％以下 ⇒ 従来SAVEと同程度の施⼯性
※直接利⽤できない場合 ・・・ 礫材（細粒⼟が少ない材料）等と混合することで使⽤可能
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2. トータルリソイルPro⼯法
② 建設発⽣⼟を改質せず適⽤できる範囲を拡⼤
試験施⼯による施⼯性の確認

①発⽣⼟（直接利⽤） ②再⽣砕⽯による改質
（体積⽐混合率50％） ③発⽣⼟（改質前）

材料
写真

含⽔⽐ 27 % 21 % 41 %
細粒分 27 % 21 % 67 %

④従来（山砂）

①発生土
（直接利用）

⑥発生土
（石灰改質）

②発生土
（再生砕石混合）

発生土
（直接利用の範囲）

発生土
（再生砕石混合改質の範囲）

⑤発生土

③発生土（改質前）

施⼯能率や改良効果を確認
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2. トータルリソイルPro⼯法
改良効果の確認

②再生砕石50％改質
750×720 mm

建築基礎構造設計指針
設計水平加速度：200 gal

④従来（山砂）

①発生土
（直接利用）

⑥発生土
（石灰改質）

②発生土
（再生砕石混合）

⑤発生土

③発生土（改質前）

①発生土（直接利用）
740×720 mm
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2. トータルリソイルPro⼯法
改良効果の確認

④従来（山砂）

⑥発生土
（石灰改質）

⑤発生土

サンプリングして測った液状化強度は通常の砂よりも⾼かった
SAVEの審査証明(R4)参照
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2. リソイルPro⼯法
③ 環境負荷低減

リソイルPro工法SAVEコンポーザー

自然材料採取発生土処分
自然材料採取なし発生土処分なし

排気ガス
CO2

地盤改良発⽣⼟ 材料供給

再利⽤

地盤改良処分

環境負荷を⼤きく低減（CO2排出量・砂の採取量減少），トラック運転⼿のひっ迫

発⽣⼟

排気ガス
CO2
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2. リソイルPro⼯法
③ 環境負荷低減

モデル現場条件
想定地域 関東エリア付近
改良⽬的 液状化対策
改良仕様
打設本数 400本
施⼯延⻑ ΣL＝5,733m
盛上り割合 （中詰め材料体積の）30%
材料・残⼟運搬距離（往
復） 50km

※発生土を全て直接利用した場合

CO2排出量を最⼤50％削減
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◆⾃然材料採取に関する社会課題

・砂購⼊価格の⾼騰
・世界的な砂資源の不⾜
・森林伐採によるCO2放出、CO2吸収量の減少

④ 環境破壊の防⽌

出典：⼀般財団法⼈建設物価調査会

2. リソイルPro⼯法

⇒砂資源の採取量減少，環境破壊の防⽌に貢献
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2. リソイルPro⼯法
⑤ 現場発⽣⼟の使⽤によりトータルコストダウン

100％

90％

70〜80％

SAVEコンポーザー
（良質な砂）
1995年～

SAVEコンポーザー
（発生土改質利用）

2019年～

リソイルPro工法
（発生土直接利用）

2023年～
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2. リソイルPro⼯法
③ 環境負荷低減

100％
90％

50％

SAVEコンポーザー
（良質な砂）
1995年～

SAVEコンポーザー
（発生土改質利用）

2019年～

リソイルPro工法
（発生土直接利用）

2023年～

CO2排出量を最⼤50％削減
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3. 適⽤市場

建設発生土の処分

運転手の荷重労働

排気ガス・CO2排出

大雨による崩落 盛土規制法

コスト

建設現場における課題

リソイルPro⼯法
山留掘削で処分土が

発生する現場

ストックされている発生
土を有効利用できる現場

都市部
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3. 適⽤市場

2022年度（令和4年度）：39件 使用砂量＝約230,000 m3

処分した発生土量＝約70,000 m3 （使用砂量の30％）

◆SAVEコンポーザーの実績
（1996～2022）

・1483 件
・1,625 万mの施工延長

●使用した砂量（810 万m3 ）

・・・東京ドーム 約6.5 杯

直近では、 年間2～3件の適用を目指す

5年後では、年間20件程度の適用を目指す（発生土の50％を材料として利用）

環境負荷を⼤きく低減・コストダウン
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3. 今後の展望

◆Scope3でのCO2排出量は⼤きく削減
Scope1・２でのCO2排出量を30％削減

（2020年度⽐）

◆「リソイルPro⼯法」現地発⽣⼟を適⽤できる範囲が⼤幅に拡⼤
より多くの発⽣⼟を利⽤できるシステム展開を図り、SCP⼯法の環境負荷低減

リソイルPro工法

自然👍
発生土 0

再利⽤

地盤改良 発⽣⼟

◆不動テトラは、脱炭素・リサイクル・⾃然共⽣に対応する技術を開発・導⼊
防災・減災と環境負荷低減の両⾯で社会課題を解決
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脱炭素社会の実現・国土強靭化 に貢献してまいります。


